
群馬県の生産現場に即した機械化技術の開発

群馬県農業技術センター稲麦研究センター 原 昌生

・地域特産農作物の省力化技術、機械化技術の
開発

・県内外の企業との共同研究を通して製品化を
行い、生産現場へ普及

・新稲作研究会委託試験を、多くの試験で活用

6月育苗(二毛作水稲)の箱裏の強固な根も
除去できる苗根切り機（平11年発売）



農作業省力化技術の開発

けがの多かった作業を安全
にできるタラノキ駒木切断
カッター（平14年発売）

新品種「みやままさり」の
普及に合わせたトラクタ装
着式コンニャク生子植付機

（平25年発売）

培土作業と同時に、施肥・
施薬・麦播種ができるコン
ニャク培土同時複合作業機

（平30年発売）



農作業省力化技術の開発

少量の一定量を正確に施用
できる定量施肥・施薬器
（平17年発売）

電源や水道設備のない場所で
も利用できるトマト育苗灌水
システム（平26年発売）

トマトかいよう病などの伝染
防止のためにケミクロンＧで
毎回刃を洗浄できる自動消毒
はさみ（平16年発売）
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果房管理

新梢管理

新梢管理とは
新梢から発生する副梢(脇芽)を除去することで、受光効率を向上させ、

「果実品質向上」・「樹勢の調整」を行うための作業。

作業が5～7月に集中
上を向いての作業は

疲れる～

ブドウ新梢管理装置 開発の背景

作付面積拡大の障害

副梢

棚線新梢
主枝



• ブドウ棚上において接触部材が自動で往復動作を行い、副梢を傷つけることで
副梢の伸長を抑制する装置を試作、改良し、その効果を確認した。

• 令和元年12月 特許出願（令和5年12月登録、特許第7410469号）

平成28～令和3年度

ブドウ新梢管理装置 開発の経過

平29年試作機の効果
左：試作機設置区 右：無管理区 副梢の伸長量（シャインマスカット）

伸長長さ(cm)



• 開発技術を基にして、（株）誠和と園芸ハウスの自動カ
ーテン装置を応用した実用化のための共同研究を実施。

令和４年度～

ブドウ新梢管理装置 開発の経過

接触棒の動作状況（R5年6月21日）※動画は途中から４倍速
日本農業新聞記事

令和7年4月30日 12面



価格目安：部材費 約100～120万円程度

施工費 約30万円程度

詳細は個別に都度見積もり

ブドウ新梢管理装置 製品化と普及

装置の導入経費が必要だが、農繁期（5～7月）の
作業時間を大幅に削減

作付け面積を拡大することが可能となり
所得向上が見込める

モニター導入：６件（試験場 群馬、島根、長野）

（生産者 群馬、島根、岡山）

（10aあたり）

正式販売：令和７年２月～

※R7年春に４件導入済（長野、愛知、千葉）



御 礼

・群馬県内の各普及指導員の皆様

・現地での性能試験にご協力頂いた農家、生産部会、ＪＡ職員の皆様

・群馬県内外の農業機械メーカー、民間企業で共同研究に携わっていただい

た皆様

・群馬県外の公設試、農研機構等で共同研究に携わっていただいた皆様

・群馬県農業技術センターにおいて指導していただいた諸先輩、同僚の皆様

関係するすべての皆様に厚く御礼申し上げます


